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タマネギ‘吉見早生'の品種特性

山崎基嘉・高井雄一郎・佐野修司・湯ノ谷彰*.嘉|党佳子

Varietal Characteristics of Onion ‘Y oshimi-wase' (Allium cepαLふ

Motoyoshi YAMASAKI， Yuichiro T必仏1，Shuji SANO， Akira YUNOTANI* and Keiko I¥AErsu 

Summary 

Characteristics of growth， nutrient absorption， content of quercetin and pyruvic acid in Onion 'Yoshimi-wase' 

(Allium cepa 1.) were investigated comparing to ‘Kaiduka-wase' ，‘Imai-wase' ，‘Senshu chuko ki' and ‘Power' 

(FI hybrid variety). 

1.官lebulb shape was as flat as ， the ultra early ripening cultiver， maturity was later than that judging from the 

lodging percent. 

2. The content of moisture in the bulb was highest in the five cultivers， C and P was lower， N was higher. 

3.τbe content of quercetin was the lowest tendency， the pyruvic acid was low to the same extent as ‘Kaiduka-wa-

se，. 

しはじめに

‘吉見早生'タマネギは， rなにわの伝統野菜Jに認
証されている扇平な形状をした泉川黄タマネギの一種で

ある.大阪のタマネギ栽培の歴史は，阪口平三郎氏が

1879年(明治12年)に神戸のアメリカ商社から生食用タ

マネギを 3個譲り受け，それから種子をとり栽培したの

が始まりである 1) 1940年(昭和15年)頃より，泉州

地域の熱心な篤農家により，田尻町の温暖な海岸砂地帯

では‘吉見早生'が，平野部では‘吉見中生'が，地域

の環境に適応して育成された.この‘吉見早生'と‘吉

見中生'から，早生化，不抽だい性，増収性を兼ね備え

た‘今井早生'が誕生し2¥全国にその名が知られる
こととなった.

田尻町のタマネギ生産者らは，他の品種とともに， ‘吉

見早生'の採種用母球を厳選し，香川県の七宝玉葱採種

組合に採種委託することにより，毎年の生産を継続して

いた.しかし， 1960年代の高度経済成長とともに増加し

たタマネギの大量消費に対応して，収量性・貯蔵性に優

れたF1品種が普及し始めた.属平な形状の‘吉見早生'

は，同じ直径のF1品種などと比較して体積が小さく，

大量消費向けの加工に不向きであったこと，水分が多い

ため腐りやすいことから 加工業者などからの需要が減

少したため， 1988年(昭和63年)に農協が出荷停止した

のを機に， ‘吉見早生'の生産は途絶えた.

平成18年，田尻町のあるタマネギ生産者の自宅から，

七宝探種組合で採種した‘吉見早生'の種子を封入した

2dl缶が大量に発見され，田尻町役場を通じて，当研究

所の前身である食とみどりの総合技術センターに持ち込

まれた.持ち込まれた種子の発芽試験を実施したところ，

発芽率は最も高いもので63%を維持しており， ‘吉見早

生'の伝統野菜としての復活の道が拓けたことから， 3 

ヵ年にわたり母球生産と採種を行った.

本報では， 2008年(平成20年)秋播種・ 2009年産，

2009年(平成21年)秋播種・ 2010年産の2回の作付けの

結果について，タマネギの品種の特徴を示す可食部の形

状，栄養成分などの含量について報告する.

II.材料および方法

2008年秋播種~2009年(平成21年)収穫および2009年

秋播種~2010年(平成22年)収穫の 2 回試験栽培を実施

した.各試験において，第 l表に記載した品種の種子を

播種し，翌年 5~6 月に収穫調査した.本試験にf共試し

*泉十1'1農と緑の総合事務所 (Senshu0血cefor Agriculture-ForestJy Promotion and Nature Conservation， Osaka Prefectural Government) 
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た‘吉見早生'の種子は平成20年以降， 毎年6月に当研

究所で採種を行っている新種子を用いた.対照とした品

種は，極早生の‘貝塚早生¥中早生の‘今井早生¥中

晩生の‘泉州中高黄¥ ‘パワー (F1品種)，の 4品種

であり，タキイ種苗株式会社からの購入種子を用いた.

第1表本試験に用いた供試品種
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耕種概要は次の通りである.

2008年(平成20年)秋播種:2008年9月24日に，畝幅

l.2mの育苗床にばらまきし， 11月26日，畝l幅1mの畝に，

条間約20cm，株間約11cmで、定植し， 平成21年 5月22日

に品種に関係なく一斉に収穫した.施肥条件は10a当た

り，元肥として苦土石灰50kg，綿実かす (N-P-K: 5.5-

2.5-1.6) 90kg，追肥として綿実かす90kg，化成肥料 (N-

P-K: 8ふ8)50kgを↑貫行に従って施肥した.

これらのタマネギについて，以下の3つの調査を行っ

た.

1.生育調査:2009年5月18日に，早晩性を示す指標と

なる茎葉の倒伏状況を調査した. 6月12日に，可食部

の球重，球高，球径を測定した.

2. 可食部の成分分析:5月22日に収穫した可食部位に

ついて，直ちに乾燥処理を実施し，窒素，リン，カリ

ウムなどの含有率および、水分含量を測定した.全窒素

量は， CNコーダー (YanacoMT-700)で測定した.そ

の他の項目については，試料を電気炉で灰化後，リン

酸はパナドモリブデン酸比色法で， K， Ca， Mgにつ

いては原子吸光度法で測定した.

3.品質調査:5月22日に収穫した可食部位について，

その日のうちに調製作業を実施し，タマネギに特異的

に多いケルセチンとタマネギの辛味や匂いに関連する

ピルビン酸含量を調査した.

1 )ケルセチン含量の測定

タマネギ(Alliumcepa L.)に存在するフラボノイド類

は，抗酸化活性，紫外線防御などの機能が明らかにされ，

疾病，特に生活習慣病の予防に有効であり3¥タマネギ
司食部に含まれるフラボノイド類のうち85%程度が2種

のケルセチン配糖体である 1)ことから，ケルセチン含

量を測定しておくことは タマネギの機能性を研究する

上で重要である.

ケルセチン配糖体は，室らの手法 5)を用いてケルセチ

ンアグリコン当量として測定した.フードプロセッサー

で汁液が浸出しない程度に細断した試料から， 10gを秤

量して， 5倍量の80%メタノール中に24時間室温で静置

した. ろ過後残濯を溶媒で洗浄後，ろ液と洗浄液を合わ

せて100m!とした抽出液の吸光度(検出波長360nm) を

測定した.

2 )ピルビン酸含量の測定

タマネギ独特の辛味や匂いは，細胞の破壊に伴って活

性化する酵素であるアリイナーゼの働きによってもたら

されることが知られており， アリイナーゼの活性を直接

測定することは困難なため同酵素の働きにより発生す

るピルビン酸を定量することにより，間接的に辛味成分

を測定する方法が用いられている.

ピルビン酸は， Schwimmerの手法 6)で抽出，生成し，

HPLCで定量した.すなわち，フードプロセッサーで汁液

が浸出しない程度に細断した試料から10gを秤量して，

10mLの蒸留水を加え 1分間ホモジナイザーで粉砕した

粉砕物を室温で30分静置してピルピン酸を生成させた後，

遠心分離した上清をHPLCの分析に用いた. HPLC条件

は，目立LaChromElite有機酸 (BTB法)分析システム

に従った.カラムは日立ゲjレC-610HS，移動相として3mM

過塩素酸，ポストカラムBTB溶液を用い，それぞれ流量は，

O.5mLとし， 440nmの吸光度をUV-VIS検出器(目立L

7420型)で検:出した.

2009年(平成21年)秋播種 :9月16日に播種， 11月26日

に定植し，翌年5月18日以降に，茎葉の倒伏株率が50%

を超えた日に各品種毎に一斉収穫した.栽培方法，可食

部の成分分析・品質調査については， 2側年(平成20年)

秋播種の試験栽培に準じて実施した.

ill.結果および考察

1.生育調査の結果

‘吉見早生'は， 2009年5月18日の調査において， ‘員

塚早生'と同程度に倒伏していたが， ‘泉州、|中高黄 ‘今

井早生 ‘パワー'よりは明らかに多かった(第 l図). 

タマネギの収穫適期は，茎葉の倒伏により判断されるた

め，早生品種ほど倒伏も早い.2010年調査において，そ

れぞれ品種の50%の倒伏株率を超えた収穫日は，早い順

に5月18日‘員塚早生¥ 5月25日 ‘吉見早生 6月14

日‘泉州中高黄' ‘パワー'であった(表省略). 

泉州、|タマネギの中では， ‘貝塚早生'が最も早生系品

種であり， ‘今井早生泉川黄群がつづくとされる.

‘吉見早生'が‘貝塚早生'より晩生で，倒伏が遅い今
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第1図 供試品種の茎葉部の倒伏程度の遣い
平成21年5月18日調査の結果である.

回の結果は， ‘吉見早生'が‘今井早生'の親品種であ

り，親の形質を受け継いでいるものと思われる.

また，生育に関しては，収穫時期の違いの影響なども

含めて，球重や球の大きさについて年次変動があるが，

第2・1表供試品種の可食部の生育(2009年(平成21年)産)

品種 吉見早生貝塚早生 今井早生泉州中高賞 パワー

球重(g) 304.9a 281.0a 272.2a 247.9a 259.6a 

球高(cm) 5.3d 5.lc 6.4b 7.3c 8.8a 

球径(cm) 9.7a 9.5a 8.5b 8.0b 7.4c 

球径/球高比 1.9a 1.9a l.3b l.lc O.8d 

第2・2表供試品種の可食部の生育(2010年(平成22年)産)

品種 吉見早生 貝塚早生 泉州中高黄 ノTワー

球重(g) 292.9b 274.8b 472.0a 301.9b 

球高(cm) 6.0c 5.5c 9.5a 8.5b 

球径(cm) 9.6a 9.5ab lO.Oa 8.4b 

球径/球高比 1.6a l.7a l.lb l.Ob 

注)表中の同ーのアルファベット簡には最小有意差法で有意差無し (p孟

0.05.各品種n=30)を示す.また，球径/球高比は，その数値が大きい
ほど扇平であることを示す

球径/球高比では‘吉見早生'と‘貝塚平生'は同等に

大きく，他の品種に比較して肩平な品種であった. ‘パ

ワー'は球径/球高比が小さく，腰高の傾向であった(第

2表). 

タマネギは，早生品種ほど肩平な球形となる 7) 管u伏

が早い‘吉見早生'と‘員塚早生'の両品種ともに扇平

な特徴を有していたことから，早生の特徴を顕著に表し

ていた.

2.可食部の成分分析結果

‘吉見早生'は，他の品種と比較して，概して水分や

窒素の含有率が高く，リンやカリウムなどの無機成分に

ついては，他の品種と比較して差はなかった. ‘パワー'

は，水分含有率が最も低かった(第3表). 

水分含有率が低くて乾物率の高い品種は貯蔵性が高い

ことs¥また， ‘貝塚早生'の方が今井系品種よりも
貯蔵性が劣る けことから， ‘吉見早生'は貯蔵性の低

い品種と考えられた.



程度であったが，中晩生種の‘泉州中高黄'

より少なかった(第2図). 

農研機構で開発された高ケルセチン品種‘クエlレリッ

チ'のケルセチン含量は約75.5mg/lC均FWで、ある 10) ‘泉

州中高黄'のケルセチン含量はその約ω%， ‘吉見早生'

は約25%程度であることを考えると， ‘吉見早生'を含

む泉川タマネギの早生品種では，ケルセチン含量が概し

て低いと考えられた.

2 )ピルビン酸含量の測定の結果

‘吉見早生'は， ‘パワー'以外の品種と同程度のピ

ルビン酸含有量であったが，供試品種中最も少ない傾向

であった(第3図). 

‘ノfワー'

(2011) 大阪府環境農林水産総合研究所研究報告第4号

供試品種による水分含有率，無機物含有率
(2009年(平成21年)産)

吉見早生貝塚早生今井早さl三泉州中高黄パワー
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を行うことにより， .!tみの強さの検討を行う必要がある
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と思われた.

N.摘要

タマネギ‘吉見早生'について， ‘貝塚早生 ‘今

井早生¥ ‘泉州中高黄， ， F1品種の‘パワー'と比較

して，生育，成分含量，品質を調査した.

l.可食部の形状的な特徴は，極早生品種の‘貝塚早生'

と同程度に肩平であった.茎葉の倒伏度合いからみた

早晩性は， ‘員塚早生'に次いで早かった.

2.水分や窒素の含有率は，供試品種中最も高い傾向で

あった.

3.ケルセチンおよびピルビン酸含量は，供試品種中最

も少ない傾向であった.
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